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１．はじめに 

年間2000万トン以 上の 廃プラ スチッ クが 自然 界に流 出して おり 、自 然環境 や生態 系に深

刻 な 被害 を 与 えて い る (OECD, 2022)。 自 然界 に 流 出 して い る プラ スチ ック の 約 82%が 不 適

正処理 に起因 するもの と推計 されて おり (OECD, 2022)、処理技術や制度が十分では ない国

や地域 におけ る対策が 課題と なって いる。し かしな がら不 適正 処理 される 廃プラ スチ ック

は各国 内で発 生したも のだけ ではな く、海外 からの 輸入さ れた 廃プ ラスチ ックも 多く 含ま

れるこ とから バーゼル 条約を はじめ とした廃 プラス チック に対 する 貿易規 制が世 界的 に増

加して いる。 その結果 、国際 市場に おける廃 プラス チック の需 要量 が減少 し、先 進国 を中

心とし たこれ までの廃 プラス チック の輸出国 は、輸 出先の 確保 が課 題とな ってい る。  

一方で 、近年 では廃棄 物処理 に対す る国際協 力が増 加して いる 。例 えば、 廃棄物 処理 に

関する 政府開発援助 (ODA:Official Development Assistance） は 2021年で330件実施さ れて お

り、援助 額は合 計約 1億 4400万ドル であった 。Hatzipanayotou et al., (2002)は、国境を越えた

汚染レ ベルが 高ければ 援助が 増える ことや、 その結 果とし て総 汚染 が減少 する可 能性 があ

ること を示し ている。Bayramoglu et al.,(2023)は、二 国間貿 易が援助 国の二 国間気 候変 動援

助の配 分に正 の影響を 与える ことを 示してい る。  

このよ うな状 況は、国 際的な 廃棄物 処理援助 が援助 国と被 援助 国の 行動に 与える 影響 を

調査す る必要 性を浮き 彫りに してい る。本研 究では 、各国 間の 廃棄 物処理 援助が 廃プ ラス

チック 貿易の 動機付け となる かどう かについ て実証 的に明 らか にす ること を試み る。 さら

に 2021年 に 発効 し た バ ー ゼル 条 約 プ ラ

ス チ ック 改 正 に よ る 影 響 に 異質 性 が 存

在 す るか ど う か に つ い て 実 証的 に 明 ら

かにす ること を試みる 。  

ODA 支 援 別 に 廃 プ ラ ス チ ッ ク の 貿

易量を みると (図 1)、トレンドとして 同

方向に 推移し ていて、2021年 1月のバ ー

ゼ ル 条約 の 改 正 時 に 一 時 的 に貿 易 量 が

大きく 減少し ているこ とがわ かる。  
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図  1 ODA 支援別プラスチック廃棄物の貿易量  



 

２．分析方法 

本研究 では廃 プラスチ ックの 二国間 貿易につ いて、 バーゼ ル条 約の 改正の 外生的 ショ ッ

クと廃 棄物関 連 ODA を受け 入れて いた国の 経済状 況によ る影響度 の違い を以下 のモ デル

によっ て分析 した。  

 

𝑦௜௝௧ = 𝛼 + 𝛽ଵ𝑂𝐷𝐴௜௝௧ + 𝛽ଶ𝑂𝐷𝐴௜௝௧ ∗ 𝐵𝑎𝑠𝑒𝑙௧ + 𝛽ଷ𝑂𝐷𝐴௜௝௧ ∗ 𝐵𝑎𝑠𝑒𝑙௧ ∗ 𝐷𝐴𝐶1௝௧ + 𝛽ସ𝑂𝐷𝐴௜௝௧ ∗ 𝐵𝑎𝑠𝑒𝑙௧ ∗ 𝐷𝐴𝐶3௝௧ 

           +𝛽ହ𝐵𝑎𝑠𝑒𝑙௧ ∗ 𝐷𝐴𝐶1௝௧ + 𝛽଺𝐵𝑎𝑠𝑒𝑙௧ ∗ 𝐷𝐴𝐶3௝௧ + 𝛽଻log (𝐺𝐷𝑃௜௧) + 𝛽଼log (𝐺𝐷𝑃௝௧) + 𝜇௜ + 𝛿௝ + 𝛾௧ + 𝜃௜௝ + 𝜖௜௝௧ 

 

𝑦௜௝௧は 𝑖国 か ら 𝑗国 へ の 𝑡月 の プ ラス チ ッ ク 廃 棄 物の 貿 易 量 の 対 数 値 で あ る 。 𝑂𝐷𝐴௜௝௧は 𝑖国 か ら 𝑗

国への 廃棄物 管理関連 の ODA 支援の有 無に 関する ダミー 変数 であ る。ま た、𝐷𝐴𝐶1௝௧は輸入

国 𝑗が DAC(Development Assistance Committee)の ODA 受領国リスト で後発 開発途 上国 に含

まれる とき1をとる ダ ミー変 数、 𝐷𝐴𝐶3௝௧は輸入 国 𝑗が DAC の ODA 受領国リストで低中所 得

国 に 含 ま れ る と き 1を と る ダ ミ ー 変 数 、 𝐵𝑎𝑠𝑒𝑙௧は バ ー ゼ ル 条 約 が 改 正 さ れ た 2021年 1月 以 降

に 1をとるダ ミー変 数 、log (𝐺𝐷𝑃௜௧)は輸入 国 𝑖の GDP の対数値、log (𝐺𝐷𝑃௝௧)は輸出国 𝑗の GDP の

対 数 値、 𝜇௜は 輸 入国 𝑖の 固 定効 果 、 𝛿௝は 輸 出国 𝑗の 固 定効 果 、 𝜃௜௝は 貿 易す る 二 国 間固 定 効 果 、

𝛾௧は年月 固定効 果、 𝜖௜௝௧は誤差項である。  

 

３．分析結果 

表 1の (1)は全サンプル の分析 結果 、(2)は 貿易

輸 出 国 が 先 進 国 か つ 輸 入 国 が 途 上 国 と い う

ODA 支援が起 こり う る組 み合 わせ のみにサ ン

プルを 限定し た結果で ある。  

分析の 結果、ODA を 実施し ている 二国 間の 貿易量

は 、 バ ー ゼ ル 条 約 の 改 正 後に 増 加 す る 傾 向 に あ る こ

とが明 らかに なった。また一 方では 、高 中所 得国と 比

較 し て 、 後 発 開 発 途 上 国 や低 中 所 得 国 で は バ ー ゼ ル

条 約 改 正 後 に プ ラ ス チ ッ ク貿 易 量 が 減 少 す る 傾 向 に

あるこ とが明 らかにな った。  

 

４．結論 

本分析 の結果 、ODA 支 援を受 けてい る国 の経 済状況 によっ て、バー ゼル条 約の改 正の 影

響が変 化する という異 質性が 存在す る可能性 が示唆 された 。こ れら の結果 は、環 境汚 染の

削減や 越境汚 染に対す る国際 援助の 必要性と 国際的 なポリ シー ミッ クスの 有効性 を示 唆し

ている 。  

 

表 1: 推計結果  


